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一
九
七
七
年
以
前
出
上
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木
簡

（三
）

奈
良
・
平
城
宮
跡

（箋

三
次
）

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
四
年

（昭
３９
）

一
一
月
を

一
九
六
五
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
柾
本
亀
治
郎

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衡
遺
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
官
跡
第
二

一
次
調
査
は
、
推
定
第
二
次
内
裏
外
郭
の
東
に
接
す
る
部
分

で
行

っ
た
。
発
掘
面
積
は
六
三
〇
〇

ｍ２
に
お
よ
が
。
調
査
地
区
は
、
内
裏
外
郭

の
東
面
築
地
回
廊
の
東
か
ら
、
関
野
貞

『
平
城
京
及
大
内
裏
考
』
以
来
平
城
官

跡
の
東
限
と
考
え
ら
れ
て
い
た
地
点
ま
で
の
と
こ
ろ
に
あ
た
る
。
検
出
し
た
遺

構
は
、
内
裏
外
郭
を
め
ぐ
る
築
地
Ｓ
Ａ
七
〇
五
及
び
そ
の
東
側
で
北
か
ら
南
に

流
れ
る
玉
石
組
の
濤
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
東
西
に
区
分
さ
れ
る

据
立
柱
建
物
群
と
で
あ
る
。
築
地
Ｓ
Ａ
七
〇
五
以
西
の
建
物
群
は
内
裏
外
郭
内

に
あ
っ
て
、
内
裏
の
運
営
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
官
衝
に
所
属
す
る
も
の
と

思
わ
れ
、
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
以
東
の
建
物
は
、
そ
れ
と
は
異
る
官
衝
に
属
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
の
う
ち
木
簡
が
出
上
し
た
の
は
Ｓ
Ｄ
二
七

〇
〇
と
こ
れ
に
そ
そ
ぐ
凝
灰
岩
石
積
み
の
濤
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
〇
と
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
は
全
長
三
五
ｍ
に
わ
た
っ
て
検
出
し
、
縁
幅
二

・
六
ｍ
、
深

さ

一
・
五
ｍ
の
規
模
を
も
ち
、
側
壁
は
径
三
〇
ｃｍ
内
外
の
玉
石
を
七
段
に
積
み

あ
げ
て
い
る
。
こ
の
濤
は

一
九
二
八
年
と

一
九
三
二
年
に
、
奈
良
県
技
師
岸
熊

吉
氏
が
二

一
次
発
掘
区
の
北
方
で
検
出
し
た
濤
に
つ
な
が
り
、
宮
城
東
部
に
お

け
る
基
幹
の
排
水
濤
で
あ
る
。
岸
熊
吉
氏
は
ニ
ケ
年
、
両
度
に
わ
た
っ
て
こ
の

濤
を
四
ケ
所
検
出
し
、
い
ず
れ
も
玉
石
組
の
護
岸
施
設
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。
出
上
し
た
遺
物
は
瓦
、
土
器
の
他
、
木
製
下
駄
、
櫛
、

漆
塗
曲
物
、
和
同
開
弥
、
神
功
開
宝
、
万
年
通
宝
、
帯
金
具
、
鏡
破
片
及
び
墨

書
土
器
で
、
墨
書
土
器
の
う
ち
判
読
で
き
る
も
の
は
「内
掃
」
「
膳
」
「
国
内
省
」

「
省
」
「
□
」
翌
ご

の
他
、
「
此
椀
私
家
／
持
往
人
之
口
／
宮
」
と
記
し
た
も
の

が
あ
る
。
ま
た

一
九
八

一
年
春
に
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
、
こ
の
濤
の
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北
延
長
部
分
を
検
出
し
た

（第
一
二
九
次
調
査
）。

第
二

一
次
調
査
で
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
総
数
二
九
〇
点
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
木
筒
は
図
２
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
濤
の
各
層
に
わ
た
っ

て
出
土
し
て
い
る
。
濤
内
の
埋
土
は
お
お
づ
か
み
に
は
六
層
に
わ
け
ら
れ
、
第

Ⅱ
層
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
層
か
ら
木
簡
が
出
上
し
て
い
る
。
各
層
か
ら
出
土

し
た
木
簡
に
み
え
る
紀
年
銘
の
年
代
順
位
は
濤
内
の
土
層
の
上
下
の
順
位
と

一

致
し
、
出
土
し
た
年
紀
の
あ
る
木
簡
に
よ
っ
て
、
ほ
ば
そ
の
堆
積
の
絶
対
年
代

を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
濤
の
最
下
層

（第
Ⅵ
層
）
か
ら
は
天
平
初

年
の
年
紀
の
あ
る
木
衡
が
出
土
し
、
こ
の
濤
の
埋
土
の
堆
積
の
始
ま
る
時
期
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
濤
全
体
を
お
お
う
最
上
層
か
ら
は
延
暦
の
年
紀
の
あ
る
木

簡
が
出
土
し
、
こ
の
濤
の
最
終
の
埋
没
年
代
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、

Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
は
古
く
は
天
平
初
年
頃
か
ら
漸
次
年
代
を
お
っ
て
堆
積
が
す
す

み
、
延
暦
年
間
に
全
体
が
埋
没
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
Ｄ

図

二
七
〇
〇
は
か
な
り
長
い
濤
で
あ
る
か
ら
、
濤
の
他
の
地
点
で
は
異
っ
た
堆
積

が
予
想
さ
れ
る
。

木
筒
に
伴
出
し
た
遺
物
と
し
て
は
、
和
同
開
弥
、
万
年
通
宝
、
神
功
開
宝
、

施
釉
陶
器
、
陶
硯
、
土
馬
、
木
製
容
器
、
檜
扇
、
箸
な
ど
が
あ
り
、
墨
書
土
器

と
し
て
は

「官
内
天
長
節
」
「
斎
会
」
「
犬
母
比
人
」
「少
允
」
「官
」
「
庁
」
「膳
」

（官
力
〕

「
□
内
省
」
「
□
大
炊
」
等
の
記
載
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
二
〇
Ｏ
Ｏ
は
、
内
裏
内
郭
か
ら
は
じ
ま
っ
て
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
に
そ
そ
ぐ

濤
で
、
内
裏
内
郭
を
か
ぎ
る
築
地
回
廊
を
暗
渠
で
く
ぐ
り
ぬ
け
、
次
第
に
深
さ

を
増
し
て
、
築
地
Ｓ
Ａ
七
〇
五
の
と
こ
ろ
で
は
再
び
暗
渠
と
な
っ
て
い
る
。
Ｓ

Ａ
七
〇
五
を
く
ぐ
る
と
こ
ろ
で
は
深
さ

一
・
三
ｍ
と
な
り
、
側
面
は
下
部
を
凝

灰
岩
の
切
石
積
と
し
、
そ
の
上
に
さ
ら
に
大
き
な
玉
石
を
積
み
た
し
て
い
る
。

こ
の
濤
か
ら
は
、
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
に
注
ぎ
こ
む
と
こ
ろ
で
木
簡
二
点
が
出
土
し

て
い
る
。
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1977年以前出上の本簡(三)

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
Ｄ
三
〇
〇
〇
溝

田
Ｌ
□
□
□
□．酪
晩
剛
×

。　
　
　
（
然広
）

Ｓ
Ｄ
三
七
〇
〇
藩

側
Ｌ
民
部
省
召
難影腿畑凱刺呂

≒

Ⅲ

Ш

縁

七
〔詔

爵

ヵ
〕

宮

Ｄ

Ｆ
μ
巡
嵐

目

る

九
獣

〔条

女

司
己

「□
□
□

×
宮
内
×

「木
工
寮
解

　

『
□
』
申
請
□
ｘ

（ぎ
）
×
含
９
×
∞　
ｏ驚
　
一
一
一
三
ハ
号

０
８
）
×
６
∪
×
い
寓
ド　
一
一〇
九
五
号

ΦΦ
μ　
　
一
一　一　一ハ
一一二●

（Ｆ
∪
×
も
×
い　
常
Φ
　
二
〇
九
七
号

含
Φ
μ）
×
（ｅ
×
∞

塩
ド　
二
一
〇
二
号

人
成

〔盆
と
□
万
呂

口
□

今
回
治〔酢
郎
既
馳
□

６
∪
×
駕
×
『　
３
μ　
二
一
一
九
号

命
μじ
×
β
じ
×
や
　
Ｐ
ｏ
　
二
一
二
三
号

」
　
（ｄ
ｅ
×
代
ｘ
『　
ｏ屋
　
一
一〇
九
九
号

『木
工
寮
□
□
□
』

団
Ｌ

一
岡
田
王

０
　
「
日
日
日
回

竪
子
所
六
人
奴 三

□
□
王

〔物
力
〕

□
□

一
□

□

一
人

子
祖
父

　

牧
手
女
　
　
□
□

荒
□
　
　
　
　
　
　
□
営
　
逃
亡
六
人
珈
三
俎

繰
翔
呂

飯
運

一
人
　
員
木
　
　
　
　
　
　
子
石
　
　
　
□
万
呂
女 阿

一
一
輔
醒
響

請
』
中
崇
坤
吋
中
蝉
判
か名
】
尿
伯
密
黒
押
時
∪
×
駕
×
∞ｏ
　
μΦ
　
二
〇
九
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一

□

　

官
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祭

五

日
　

後

宮
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日

　

（承
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Ｇ
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μ
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×
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×
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｏ置

二
一
七
四
号

硼

Ｌ

□

公

□

睦

咆

Ｌ
延
暦
二
年
八
□

硼
Ｌ
婦
宣
飯
炊
□
ｘ

名
□
□
□
□
會
□
×

り

「＜
丹
波
國
何
鹿
郡
高
津
郷
交
易
小
委
五
斗
＜
」

］磨
×
嵩
×
い
ｏ曽
　
一三
八
一一号

囲

「＜
阿
波
國
那
賀
郡
中
男
海
藻
六
斤
　
和
射
＜
」

�馬
×
誤
×
い

寓
ド　
二
一
八
三
号
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（轟

て

く

て

Φ

ｇ

一
三

八
五
号

「
＜
美

作

國

勝

田

郡

塩

湯

郷

米

五

斗

ど解鴛
×
含
ｅ
×
卜

畠
ゃ
　
二
一
八
六
号

「昭
和
３９
年
度
平
城
官
跡
発
掘
調
査
概
要
」
翁
奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所
年
報
一
九
六
五
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
五
年

図2 SD2701北壁土層
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９
　
関
係
文
献

横
山
浩
一

工
楽
善
通

田
中
　
琢

奈
良
国
立
文

化
財
研
究
所

同同
岸
　
熊
吉

同

「
昭
‐和
３９
年
度
平
城
官
調
査
出
上
の
木
簡
」

『平
城
官
跡
昭
和
３９
年
発
据
調
査
概
報
』

（同
右
）

一
九
六
五
年

一
九
七
四

・
五
年

一
九
六
五
年

Ｇ
奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然

一
九
三
四
年

『平
城
官
木
簡
二
』

『平
城
宮
跡
出
土
木
簡
概
報
口
』

「平
城
宮
遺
構
及
遺
物
の
調
査
報
告
」

記
念
物
調
査
報
告
第
十
二
冊
し

「
第
二
回
平
城
宮
遺
構
遺
物
調
査
報
告
」
（同
右
第
十
三
冊
）

一
九
三
五
年

（鬼
頭
清
明
）
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